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■地域情報通信推進費 ８７７万円
■住民情報システム改修委託料（税番号制度システム整備費）１６５万円
■補装具給付費 １００万円
■放課後児童クラブ運営費補助金 ５３万円

■世田米小･有住小プール改修工事費 ２７０６万円
■要保護及び準要保護児童就学援助費 ８６万円
■情報教育施設リース料 ５５万円
■農山漁村再生可能エネルギー法協議会委員報酬 １０万円

12月定例会は、12月５日から
８日までの４日間の会期で開かれました。

一般質問には７議員が登壇し、当局と論戦を交わしました。
その後、公用車事故に関する損害賠償に関する専決処分の
承認、補正予算案審議、教育委員の任命同意など

６議案を審議。全議案を原案通り
可決しました。

△明治末期の建築様式が取り入れられている旧上有住小校舎

△現在は資料館として活用
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築
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変
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請
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契
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７
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３
万
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△児童の安全確保に大規模修繕される有住小プール



洪
水
時
の
１
次
避
難

場
所
は
中
沢
公
民
館

で
す
が
、避
難
滞
在
す
る
２
次

避
難
場
所
は
、世
田
米
中
体

育
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

川
沿
い
の
木
で
も
所
有

権
の
分
か
ら
な
い
も
の

は
簡
単
に
伐
採
で
き
な
い
。地

域
の
人
の
意
向
を
考
慮
す
る
こ

と
が
大
切
。

・
三
木
・
ラ
ン
バ
ー
問
題

・
町
の
人
口
減
少
問
題

・
世
中
周
辺
町
道
の
拡
幅

通
園
・
通
学
に
利
用
す

る
ダ
イ
ヤ
の
調
整
が
で

き
る
よ
う
に
、
県
交
通
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
注
視
し
つ
つ

検
討
し
て
い
る
。

交
通
空
白
地
域
の
対
策
は
、

町
全
体
の
公
共
交
通
施
策
の
中

で
考
え
る
。

老
朽
化
の
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
の
改
築
な
ど
、

役
場
周
辺
の
整
備
計
画
を
検
討

し
て
い
る
。

旧
下
有
住
小
学
校
地
内
の
、

仮
設
の
役
割
が
終
え
た
後
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
上
有
住
地
区
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
一
体

的
に
考
え
整
備
を
検
討
す
る
。

・
木
工
団
地
２
事
業
体
の
責
務

・
町
道
整
備
計
画

班
長
手
当
て
は
、自
立

し
た
町
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
官
民
協
働
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年

度
に
廃
止
し
た
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

鳥
獣
対
策
と
し
て
新
た

に
イ
ノ
シ
シ
対
策
も
加

え
て
い
る
。
す
で
に
県
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。

・
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト

・
農
地
対
策

・
上
有
住
地
区
公
民
館
改
修

議会では、「開かれた議会」「顔が見える議会」を目指し、
を毎年開催しています。平成29年度は、11月７日

から21日まで、９自治公民館・９会場で開かれました。懇談会は、
自治公民館との共催で、議員３人で班編成し対応。議会の活動状況
や町政課題、議会の活性化など貴重な意見交換となりました。主な
項目を要約して報告いたします。

△２次災害が危ぶまれる
河川敷の立木

△観光・町民の交通機関・国道改良など多
様な意見が交わされた下在地区懇談会



県
道
釜
石
住
田
線
の
早

期
改
良
は
、住
田
町
要

望
の
一
番
と
し
、議
会
と
と
も

に
県
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。

砂
防
ダ
ム
は
、堤
体
に

土
砂
を
堆
積
さ
せ
、沢

の
勾
配
を
緩
や
か
に
し
、河
川

の
侵
食
力
を
小
さ
く
す
る
目
的

で
あ
り
、取
り
除
き
は
行
わ
な

い
タ
イ
プ
の
ダ
ム
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

町
道
や
河
川
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い

る
。
要
望
に
応
じ
草
刈
機
の
燃

料
の
現
物
支
給
を
行
う
。

事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
す
る
。

・
五
葉
地
区
簡
水
の
途
中
加
入

・
三
木
・
ラ
ン
バ
ー
の
融
資

・
体
育
館
の
軒
天
修
理

町
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

機
会
と
し
て
釜
石
会
場

で
行
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
な
ど
が
あ
る
。
観
光

協
会
や
観
光
開
発
㈱
、
ま
ち
家

世
田
米
駅
と
連
携
し
て
住
田
町

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

交
通
空
白
地
域
の
対
策

は
、
町
全
体
の
公
共
交

通
施
策
の
中
で
考
え
て
い
き
た

い
。

凍
結
対
策
は
、
凍
結
防

止
剤
散
布
な
ど
で
対
応

し
て
い
く
。

・
木
工
２
事
業
体
の
決
算
状
況

・
若
者
の
職
場
確
保
対
策

・
国
道
３
４
０
号
改
良
工
事

た
い
肥
化
処
理
は
、
関

連
す
る
事
業
所
に
排

出
・
運
搬
・
処
理
の
確
認
を

し
対
応
す
る
。

炭
化
処
理
施
設
の
臭
気
対
策

は
、
鶏
糞
の
管
理
処
理
だ
け
で

な
く
、
運
搬
や
従
業
員
の
意
識

改
革
も
進
め
て
い
る
。

道
路
改
良
や
、
袰
下

山
鉱
山
石
灰
石
運
搬

用
橋
の
設
置
計
画
も
あ
り
、

検
討
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の
屋
外

子
局
で
は
、
全
て
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
屋
内

に
防
災
告
知
端
末
を
整
備
し

た
。
子
局
増
設
な
ど
の
難
聴

対
策
は
経
費
を
含
め
検
討
す

る
。

・
へ
い
獣
処
理
場

・
避
難
方
法
と
対
策

・
地
区
公
民
館
改
築

△24名と多数の住民参加で、暮らしや
防災、介護など活発な意見交換と
なった五葉中地区懇談会

△

景
観
を
活
か
し
た
河
川
、
道

路
改
良
が
望
ま
れ
て
い
る
葉

山
め
が
ね
橋

公平な行政サービスを求めて



デ
ザ
イ
ン
会
議
で
有
識

者
の
方
々
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
、
町
民
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
て
進
め
る
。

現
在
は
、
風
況
観
測
や

電
力
と
の
売
電
手
続
き

は
終
了
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
及
び
基
本
計
画
策
定
が
行
わ

れ
て
い
る
。

・
農
林
会
館
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に

・
空
き
家
対
策

・
除
雪
を
流
す
大
崎
地
区
の
水

路
に
常
に
一
定
の
水
を

道
路
維
持
の
一
環
で
、

支
障
木
の
枝
切
り
や
草

刈
り
を
実
施
し
て
い
る
。
連
絡

を
受
け
随
時
対
応
し
て
い
る
。

支
障
が
あ
る
場
合
は
連
絡
し
て

欲
し
い
。短

期
的
に
は
現
状
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
の
調
整
を

行
う
。
長
期
的
に
は
新
た
な
公

共
交
通
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

・
木
工
事
業
体
の
未
償
還
金
回
収

・
シ
カ
の
被
害
対
策
強
化

本
来
、
ど
こ
の
病
院
に

行
っ
て
も
情
報
（
処
方

箋
）
が
共
有
で
き
る
仕
組
み
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は

な
い
。

地
域
で
ま
と
ま
る
こ
と

が
前
提
。
新
築
・
改
修

な
ど
の
計
画
が
あ
れ
ば
補
助
金

を
交
付
す
る
。

・
大
型
お
も
ち
ゃ
制
作

・
昭
和
橋

・
町
の
基
金
の
活
用

・
木
工
団
地

懇談会では、議会活動や町政に関する情報を報
告、説明をしました。
今回は、木工団地２事業体への調停申し入れ、
道路の改良整備、防災、観光、居住・人口増対策な
ど幅広く意見交換が行われました。

まちのこえ

11月７日㈫ 中沢自治公民館 8 3 11

11月９日㈭ 火の土自治公民館 7 3 10

11月10日㈮ 恵山自治公民館 9 1 10

11月11日㈯ 五葉中自治公民館 12 12 24

11月11日㈯ 下 在 公 民 館 8 5 13

11月15日㈬ 両向自治公民館 6 2 8

11月16日㈭ 曙 公 民 館 10 2 12

11月16日㈭ 坂本自治公民館 11 2 13

11月21日㈫ 愛 宕 公 民 館 13 0 13

９会場 84 30 114

△住民の声をどのように生かしていくか
昭和橋の架け替え

△昭和橋、風力発電、空き家対策など
多彩な意見が出された曙地区懇談会



住民と議員との懇談会

懇
談
会
を
通
じ
て
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
で
多

か
っ
た
項
目
は
、
国
道
や
県
道
の
整
備
に
関
す
る
事
項
。

町
政
調
査
会
は
12
月
１
日
県
大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
主
要
道
路
の
改
良
工
事
の
進
捗
状
況
や
工
事
工
程
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

一般国道397号のうち、高屋敷工区（全長約1.5㌔）で12月27
日、全区間での２車線供用が始まりました。区間内で県道から
乗り入れる部分の道路整備などは続きます。種山側の子飼沢工
区のさらなる改良を求める要望を継続しています。

一般国道340号葉山～恵蘇工区（1.45㌔）は、幅員狭小、
線形不良を解消し、交通の安全確保を目指します。用地買
収、物件補償が出来た場所から道路改良工事を始める予定。

自
動
車
道
釜
石
道
滝
観
洞
イ
ン

タ
ー
が
出
来
て
か
ら
大
型
車
な
ど

の
交
通
量
が
増
加
。
交
通
難
所
が

あ
る
た
め
、
早
期
の
改
良
工
事
を

要
望
し
て
い
ま
す
。
大
船
渡
土
木

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
調
査
費
の
予

算
化
に
向
け
て
前
向
き
の
対
応
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

△新橋梁が整備される山脈地交差点

△交通難所の「おとし」

△護岸工事が進む山谷

△のり面工事中の火石

一
般
国
道
３
４
０
号
の
山
谷
工
区（
２
・

７
㌔
）は
、平
成
30
年
度
末
の
供
用
開
始
に
向

け
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
国
道
は
補
修
工
事
後
、町
に
移
管
さ
れ
ま
す
。



一般質問は、議員が町長などの執行機関に対し、町の行財政全般にわたり、
事務の執行状況や将来に対する方針など所信を聞き、報告や説明を求め、疑
問点を質すこと。また、議員が主義、主張を述べ提案し論戦します。
一般質問の方法は、１回目は一括して質問しますが、２回目以降は１問づ
つ質問する１問１答方式を採用しています。制限時間は、答弁を含めて60
分です。
12月定例会では、７人の議員から16件の一般質問が行われ、町政全般に
ついて、２日間にわたり活発な議論が展開されました。
質問と答弁を要約した内容は、９ページから15ページでお知らせします。
なお、全文記録（議事録）は、２月下旬から役場庁舎２階の総務課と町ホー
ムページ上で閲覧できます。



議員のつぶやき

△町が誇れる木造町営住宅群

△心配される高齢者の足確保



△対策を急ぐべき廃屋

議員のつぶやき

△禁煙論議？を呼んでいる喫煙ルーム



議員のつぶやき

△安全安心の農業講座を受けている町内農家

△町づくりにどのように活かし
ていくか 旧ＪＡ世田米支店



△一体化が期待される木工３事業体

議員のつぶやき

△公害防止の定めにより施設整備され
ている水質浄化処理施設



議員のつぶやき

№ 市町村名 被保険者１人当たり
保険税額（円）

平成28年度との
比較増減割合（％）

1 盛 岡 市 96,525 98.61
2 宮 古 市 95,869 100.97
3 大 船 渡市 108,512 110.44
4 奥 州 市 85,067 95.45
5 花 巻 市 88,893 102.78
6 北 上 市 87,607 95.12
7 久 慈 市 90,476 101.91
8 遠 野 市 85,367 100.08
9 一 関 市 83,528 90.48
10 陸前高田市 104,788 112.15
11 釜 石 市 91,432 113.23
12 二 戸 市 78,134 80.64
13 八 幡 平市 87,362 87.62
14 滝 沢 市 98,845 99.02
15 雫 石 町 104,509 115.82
16 葛 巻 町 94,974 100.49
17 岩 手 町 100,668 96.38
18 紫 波 町 88,387 97.96
19 矢 巾 町 110,768 114.50
20 西 和 賀町 103,481 109.33
21 金 ヶ 崎町 92,713 94.47
22 平 泉 町 74,031 77.48
23 住 田 町 106,131 96.94
24 大 槌 町 91,778 97.92
25 山 田 町 92,429 102.54
26 岩 泉 町 97,768 123.00
27 田 野 畑村 98,311 101.16
28 普 代 村 107,144 118.93
29 軽 米 町 81,740 94.57
30 洋 野 町 96,909 99.16
31 野 田 村 91,769 102.12
32 九 戸 村 82,710 104.69
33 一 戸 町 93,317 103.99

岩 手 県 92,135 98.89
※平成30年度における実際の保険税額は、県が示す標準
保険料率を参考として、各市町村が決定する。
今回の算定結果（被保険者１人当たり保険税額）が、平
成30年度の保険税額となるものではない。

△米生産の持続には再生可能な価格補償制度が必要



議員のつぶやき

△世田米川向・バイパスへの集積が進む中、
交通量の増加が見込まれる昭和橋

△教科書は無料だが、問題集など副教材費の
費用も大きい



議員のつぶやき

△子どもたちの姿は、町を明るく元気にする

△住高の魅力化に通学費支援
を行っている



△気仙地域の医療・福祉の拠点となる県立大船渡病院△これからの林業を熱心に論じられた林業関係者
との意見交換会

△健やかな成長は医療と保健事業の連携で△再造林のため整備された林地



12月５日、町婦人団体協議会（小野ちか子会長）の会員32名が、婦人団体リーダー研修会の一環
として、町議会12月議会定例会一般質問を傍聴しました。
今回の研修は、男女共同参画、社会参加、議会・町政課題に理解を深めようと開催されました。

10
数
年
ぶ
り
に
町
議
会
を
傍

聴
し
ま
し
た
。
以
前
の
傍
聴
と

は
違
い
住
田
テ
レ
ビ
で
の
中
継

も
あ
り
様
変
わ
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
よ

り
質
問
の
や
り
と
り
は
歯
切
れ

が
良
か
っ
た
で
す
。

議
員
は
町
民
の
代
弁
者
、
ア

ン
テ
ナ
を
沢
山
立
て
て
活
動
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
大
変

だ
と
思
い
ま
す
。

老
若
男
女
の
目
線
で
い
ろ
ん

な
事
を
考
え
、町
政
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

アンテナを高く
上有住 小野ちか子さん

昨
年
10
月
運
転
免
許
証
の
更

新
手
続
き
の
際
、視
力
低
下
で

慌
て
ふ
た
め
き
ま
し
た
。不
安
が

つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

私
の
住
む
小
股
地
区
は
公
共

交
通
（
バ
ス
）
が
通
っ
て
お
ら

ず
、
移
動
手
段
は
自
家
用
車
。

生
活
の
足
を
失
う
こ
と
は
死
活

問
題
で
す
。
我
が
畷
畑
地
区
は

大
半
が
後
期
高
齢
者
世
帯
。
今

年
、
数
年
ぶ
り
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
併
用
で
町
民
の

利
用
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う

か
。

住民の足確保を
世田米 佐藤 菊子さん

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
と
今

後
の
方
向
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
行
政
担
当
者

へ
の
問
い
か
け
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
生
活
実
態
を
踏
ま
え

た
具
体
的
提
案
に
発
展
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
地
域
婦
人
部
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
女
性
は
い
つ
で

も「
縁
の
下
の
力
持
ち
」で
す
が
、

後
継
者
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

若
い
世
代
に
つ
な
が
り
、
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生活実態踏まえ
下有住 金野千恵美さん

私
は
、
テ
レ
ビ
で
議
会
放
送

を
見
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
議
場

で
の
傍
聴
は
初
め
て
で
し
た
。

町
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
一
般

質
問
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
印
象
に
残
っ
た
質
問
に
、

「
医
療
機
器
に
よ
る
治
療
で
健

康
維
持
・
医
療
費
軽
減
」
が
あ

り
ま
す
。
医
療
の
仕
事
を
し
て

き
た
私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
議
会
で
討
議
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
少
し
驚
き
ま
し
た
。
傍
聴

に
、
テ
レ
ビ
と
は
別
の
臨
場
感

を
感
じ
て
い
ま
す
。

健康管理に注目
世田米 紺野 浩子さん



△下有住いきいき活動協議会によるソバ収穫



来てけらっせん!!

詳しくは議会事務局へ☎ （直通）
　　E-mail gikai@town.sumita.iwate.jp

△安全安心、防災拠点となる「完成間近の
住田分署」



発
行
責
任
者


